
創立114周年 奄美市立崎原小中学校 学校だより 令和４年11月号

さきばる
さいごまで きあいをいれて ねばりづよく がんばる子ども の育成

12月1６日（金）

「親子読書の日」
親子で本に親しみ，本を
通じて親子が共有する時
間をもちましょう。

１１月６日（日）に，学習発表会が体育
館で行われて，たくさんの保護者や地域の
方々が児童生徒の頑張りを見に来られまし
た。

１１月９日（水）に文化センターで音楽
発表会が３年振りに開催され，児童生徒で
「はあごろ太鼓」を演奏しました。

1２/１ (木) 人権週間～17日

期末テスト２日目（中学校）

奄美群島日本復帰記念月間～25日

1２/２ (金) 期末テスト３日目（中学校）

1２/６ (火) 全校朝会

1２/８ (木) 血液教室，ALT来校

12/９ (金) クラブ

12/10 (土) 校内ロードレース大会

学校保健委員会・学級ＰＴＡ

12/13 (火) 児童生徒集会，ALT来校

12/16 (金) 炭の取り出し（5・6校時）

親子読書の日

12/18 (水) 家庭の日 市民総ぐるみ清掃活動

12/20 (火) 学校評議員会

崎原活性化委員会

12/23 (金) 終業式

１１月１２日（土）に体育館で読書祭りが行
われました。読み聞かせやお勧めの本の紹介，
読書標語の発表等があり，「読書の秋」を感じる
時間になりました。

１１月２０日（日）に本校の「炭作り」の
ための木の伐り出しが行われました。当日は
保護者・地域の方々が休日にもかかわらず，
御協力いただき，ありがとうございました。
また２２日（火）には，炭窯に木を入れる

作業を行いました。地域の青田純孝さんが，
丁寧な説明を児童生徒にされ，効率よく作業
が進みました。１２月１６日（金）の炭の取
り出しが楽しみです。

優しさ                  崎原小中学校 校長 鑪 謙治 

 
１０年ほど前に勤めた学校は、正門のところに「あいさつ日本一の学校」という横断幕が

下がっていました。素晴らしい学校に赴任できてよかったと思ったのですが、現状はそうと
は言えませんでした。先生にも挨拶しない。地域の方々にはもちろん挨拶をしません。疑問
に思っていたのですが、崩壊しそうな学級を担任し、それどころではない状況に。そんな悪
戦苦闘の毎日の中で、資料室の片付けをしているとある新聞記事をみつけました。南日本新
聞の「ひろば」欄に掲載された記事でした。東京の方から観光で鹿児島にいらっしゃった方
が、帰りの空港に向かう車中、どうやら私の勤めていた学校の近くを通ったときの話のよう
でした。信号が赤になり、車を停めると、小学校１年生くらいの子どもたちが横断歩道を渡
ったそうです。渡り終わると振り返り、大きな声で「ありがとうございました。」と言った
後、ドライバーの顔を見て、にこっと笑ったそうです。その時の感動を伝えたくて、ペンを
取ったとのこと。早速、その記事を子どもたちに見せ、廊下に掲示しました。すると、子ど
もたちが嬉しそうに自分たちから挨拶をするようになりました。それが、少しずつ学校全体
に広がり、「あいさつ日本一の学校」が復活したのです。１年生の子たちにとっては当たり
前のことが、他者へと伝わり、それが学校に伝わる。世の中は親切だったり、優しさだった
り、善意にあふれていることを感じた経験でした。 

我が崎原校にも素敵な伝統があります。特認校のバスを教職員がみんなで見送るシーン
です。先生方も、バスに乗っている子どもたちも笑顔で手を振る。初めて目にする方々は感
動されます。崎原校の子どもたちは、本当に優しいと思います。先日の特認校説明会でも本
校のアピールとして「優しさ」を強調しました。先日は、崎原校伝統の炭焼きが行われまし
た。木の切り出しにも火入れにも多くの方が参加していただきました。地域と保護者、そし
て学校が連携して素晴らしい行事になりました。この炭作りにも崎原校に関わる皆さんの
優しさが込められていることに感動しました。皆さん本当にありがとうございます。 

本年も 12 月を迎えようとしています。そろそろ来年の構想を立てる時期となりました。
そこで、来年はこの「優しさ」をもっと追求できたらと考えています。小さな学校ではあり
ますが、優しさがあふれる学校になり、その思いは奄美、鹿児島県、日本、世界へとつなが
ればいいなあと思います。しかし、「優しさ日本一」は目指しません。なぜなら、優しさは
競うべきことでもありませんし、優しさは一人一人違うからです。「だれかのために」とい
う気持ちは同じでも、それが本当にベストの優しさなのか。余計なお節介になっていないか
を問い続けられることが本当の優しさなのかもしれません。「本当の優しさ」とは何か？永
遠のテーマになってしまうかもしれませんが、それを考えながら、崎原校が誰でも受け入ら
れる学校になってくれたらと願います。 




